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2025年、神奈川県は急性期病床
必要数が減り、回復期は大幅不足
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400床以上の
急性期病院





何故、大学病院は急性期病院
なのか？

 何故、大学病院の医師は（安月給に
耐えて）大学にいるのか？



Peerの間で認められたい

 研究業績

 診療成績

 困難な症例に対する
専門性



教授のインセンティブは



大学病院の病床転換は可能か？

 大学病院は急性期（医療資源投入の多い
医療）が中心

 医師（教員）のインセンティブ

 大学病院的な、手厚い人員配置で回復期・慢
性期病床の経営が成立するのか？





本年度の横浜市大附属市民総
合医療センターの最重要課題

 頼まれた救急患者（救急車、紹介状、受診
歴）は必ず診る



高齢者は暮らし、ときどき病院
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私たちの顧客は誰か？

 かかりつけ医

 連携病院

 救急隊

➡「大学病院で診るべき患者ではない」と
言って門前払いをすれば、本当に我々の
診るべき患者も送ってもらえなくなる



来年度の課題
ー近隣病院との連携
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なぜ大学は附属病院を持ってい
るのか？

 何故ビジネススクールは附属会社を持って
いないのか？



大学病院は医学・医療を教える場

 地域包括ケアシステムをきちっと学生に
見せられる病院


